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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成29年10月5日(2017.10.5)

【公表番号】特表2017-523845(P2017-523845A)
【公表日】平成29年8月24日(2017.8.24)
【年通号数】公開・登録公報2017-032
【出願番号】特願2017-505639(P2017-505639)
【国際特許分類】
   Ａ４７Ｌ  13/16     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ  17/08     (2006.01)
   Ｂ０８Ｂ   3/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４７Ｌ   13/16     　　　Ａ
   Ｃ１１Ｄ   17/08     　　　　
   Ｂ０８Ｂ    3/08     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成29年8月1日(2017.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１３】
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【表５】

　以下、本発明の実施形態の例を列記する。
［１］
　手動表面洗浄方法であって：
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　ａ）洗剤組成物Ａの使用溶液で濡れた洗浄用布地で、表面を濡れ拭きすることと；
　ｂ）工程ａ）で汚れた前記洗浄用布地を、前記洗剤組成物Ａの使用溶液中で機械的かつ
自動的な洗浄によって洗うことと；
　ｃ）工程ｂ）で得られ、前記洗剤組成物Ａの使用溶液によって濡れた前記洗浄用布地で
、表面を濡れ拭きすることと；
　ｄ）工程ｂ）及びｃ）を少なくとも一回任意に繰り返すことと
を含む、方法。
［２］
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、工程ａ）で用いたものと同じ又は異な
る濃度を有する前記洗剤組成物Ａの使用溶液で行われる、項目１に記載の方法。
［３］
　工程ｂ）で得られる前記洗浄用布地は、工程ａ）で用いた前記使用溶液と同じ濃度の前
記洗剤組成物Ａの前記使用溶液で浸漬され又は濡れており、工程ｂ）において工程ｃ）に
よる使用の準備ができて提供される、項目１又は２に記載の方法。
［４］
　工程ｂ）で得られる前記洗浄用布地は、工程ａ）で用いた前記使用溶液と同じ濃度の前
記洗剤組成物Ａの前記使用溶液で浸漬され又は濡れており、工程ｂ）において工程ｃ）に
よる使用の準備ができて提供され、工程ｃ）を実施する前に前記洗浄用布地から前記洗剤
組成物Ａの前記使用溶液を除去しないために、前記洗浄用布地を回転させない、項目１～
３のいずれか一項に記載の方法。
［５］
　工程ｂ）で得られる前記洗浄用布地を、洗浄後かつ工程ｃ）でそれらを使用する前に乾
燥させない、項目１～４のいずれか一項に記載の方法。
［６］
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、保存剤の更なる存在下で行われる、項
目１～５のいずれか一項に記載の方法。
［７］
　前記保存剤は、アミン、第四級アンモニウム化合物、アルデヒド、抗菌性の酸及びその
塩、カルボン酸エステル、酸アミド、フェノール、フェノール誘導体、ジフェニル、ジフ
ェニルアルカン、尿素誘導体、酸素アセタール、酸素ホルマール、窒素アセタール、窒素
ホルマール、ベンズアミジン、イソチアゾリン、フタルイミド誘導体、ピリジン誘導体、
グアニジン、キノロン、漂白剤又は漂白組成物、並びにこれらの混合物から選択される、
項目６に記載の方法。
［８］
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、乾燥質量２．０ｋｇの最大容量を有す
る洗浄機で行われる、項目１～７のいずれか一項に記載の方法。
［９］
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、５～４５℃、好ましくは５～４０℃、
より好ましくは５～３５℃、更に好ましくは５～３０℃、より更に好ましくは５～２５℃
、なお更に好ましくは５～２１℃、最も好ましくは５～１８℃の温度で行われる、項目１
～８のいずれか一項に記載の方法。
［１０］
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、１２～３５℃の温度で行われる、項目
１～８のいずれか一項に記載の方法。
［１１］
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、０．５～１２時間、好ましくは１～８
時間、最も好ましくは１～４時間行われる、項目１～１０のいずれか一項に記載の方法。
［１２］
　前記洗剤組成物Ａは少なくとも一つの界面活性剤を含む、項目１～１１のいずれか一項
に記載の方法。
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［１３］
　前記洗剤組成物Ａは、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、及び双性イオン
の界面活性剤、及び両性界面活性剤からなる群から選択される界面活性剤を含む、項目１
～１２のいずれか一項に記載の方法。
［１４］
　前記洗剤組成物Ａがアルカリ源を含む、項目１～１３のいずれか一項に記載の方法。
［１５］
　洗浄される前記表面が床である、項目１～１４のいずれか一項に記載の方法。
［１６］
　洗浄用布地の使用を含む手動表面洗浄のための、及び前記手動表面洗浄によって汚れた
前記洗浄用布地を洗うための、洗剤組成物Ａの使用であって、前記洗剤組成物Ａは少なく
とも一つの界面活性剤を含み、前記洗浄用布地の洗浄は保存剤又は保存組成物の存在下で
行われる、使用。
［１７］
　以下のａ）～ｃ）：
　ａ）洗剤組成物Ａと；
　ｂ）一つ又は複数の洗浄用布地と；
　ｃ）ポータブル洗浄機又はカウンタートップ洗浄機と
を含む、システム。
［１８］
　前記洗剤組成物Ａは、表面洗浄に適し、かつ前記洗浄用布地を含む洗濯物を洗うのに適
している、項目１７に記載のシステム。
［１９］
　前記洗剤組成物Ａは、床洗浄に適し、かつ前記洗浄用布地を含む洗濯物を洗うのに適し
ている、項目１７に記載のシステム。
［２０］
　前記洗剤組成物Ａは：
　－非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、及び双性イオンの界面活性剤、及び
両性界面活性剤からなる群から選択される、界面活性剤と；
　－アルカリ源と
を含む、項目１７～１９のいずれか一項に記載のシステム。
［２１］
　前記洗剤組成物Ａは、防汚剤、抗再析剤、酵素、酵素安定剤、消泡剤、光学的増白剤、
保存剤、安定剤、例えばキレート剤又は封鎖剤、及びこれらの混合物からなる群から選択
される更なる成分を更に含む、項目１７～２０のいずれか一項に記載のシステム。
［２２］
　保存剤を、好ましくは別の製品として更に含む、項目１７～２１のいずれか一項に記載
のシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手動表面洗浄方法であって：
　ａ１）洗剤組成物Ａの使用溶液を洗浄用布地に適用することであって、前記洗剤組成物
Ａは、界面活性剤系及びアルカリ源を含む液体洗剤濃縮組成物であり、前記洗剤組成物Ａ
は、１１以上１４以下のｐＨを有する、ことと；
　ａ）前記洗剤組成物Ａの前記使用溶液で濡れた前記洗浄用布地で、表面を濡れ拭きする
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ことと；
　ｂ）工程ａ）で汚れた前記洗浄用布地を、前記洗剤組成物Ａの使用溶液中で、保存剤の
存在下で、機械的かつ自動的な洗浄によって洗うことと；
　ｃ）工程ｂ）で得られ、前記洗剤組成物Ａの使用溶液によって濡れた前記洗浄用布地で
、表面を濡れ拭きすることと；
　ｄ）工程ｂ）及びｃ）を少なくとも一回任意に繰り返すことと
を含み、
　工程ｂ）で得られる前記洗浄用布地を、洗浄後かつ工程ｃ）でそれらを使用する前に乾
燥させない、方法。
【請求項２】
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、工程ａ１）及びａ）のそれぞれで用い
た前記使用溶液と異なる濃度を有する前記洗剤組成物Ａの使用溶液で行われる、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　工程ｂ）で得られる前記洗浄用布地は、前記洗剤組成物Ａの前記使用溶液で浸漬され又
は濡れており、当該使用溶液は、工程ａ１）及びａ）のそれぞれで用いた前記使用溶液と
しての前記洗剤組成物Ａと同じ濃度であり、工程ｂ）において工程ｃ）による使用の準備
ができて提供され、工程ｃ）を実施する前に前記洗浄用布地から前記洗剤組成物Ａの前記
使用溶液を除去しないために、前記洗浄用布地を回転させない、請求項１又は２に記載の
方法。
【請求項４】
　前記保存剤は、アミン、第四級アンモニウム化合物、アルデヒド、抗菌性の酸及びその
塩、カルボン酸エステル、酸アミド、フェノール、フェノール誘導体、ジフェニル、ジフ
ェニルアルカン、尿素誘導体、酸素アセタール、酸素ホルマール、窒素アセタール、窒素
ホルマール、ベンズアミジン、イソチアゾリン、フタルイミド誘導体、ピリジン誘導体、
グアニジン、キノロン、漂白剤又は漂白組成物、並びにこれらの混合物から選択される、
請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、乾燥質量２．０ｋｇの最大容量を有す
る洗浄機で行われる、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、５～４５℃、好ましくは５～４０℃、
より好ましくは５～３５℃、更に好ましくは５～３０℃、より更に好ましくは５～２５℃
、なお更に好ましくは５～２１℃、更に好ましくは５～１８℃、最も好ましくは１２～３
５℃の範囲の温度で行われる、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、０．５～１２時間、好ましくは１～８
時間、最も好ましくは１～４時間行われる、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記界面活性剤は、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、及び双性イオンの
界面活性剤、及び両性界面活性剤からなる群から選択される、請求項１～７のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項９】
　洗浄される前記表面が床である、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記洗剤組成物Ａは、防汚剤、抗再析剤、酵素、酵素安定剤、消泡剤、光学的増白剤、
保存剤、安定剤、例えばキレート剤又は封鎖剤、及びこれらの混合物からなる群から選択
される更なる成分を更に含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　以下のａ）～ｃ）：
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　ａ）界面活性剤系及びアルカリ源を含む液体洗剤濃縮組成物を含む洗剤組成物Ａであっ
て、前記洗剤組成物Ａは、１１以上１４以下のｐＨを有し、前記洗剤組成物Ａは、表面洗
浄に適し、かつ前記洗浄用布地を含む洗濯物を洗うのに適している、と；
　ｂ）一つ又は複数の洗浄用布地と；
　ｃ）ポータブル洗浄機又はカウンタートップ洗浄機と
を含む、システム。
【請求項１２】
　前記洗剤組成物Ａは、床洗浄に適し、かつ前記洗浄用布地を含む洗濯物を洗うのに適し
ている、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記界面活性剤は、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、及び双性イオンの
界面活性剤、及び両性界面活性剤からなる群から選択される、請求項１１又は１２に記載
のシステム。
【請求項１４】
　前記洗剤組成物Ａは、防汚剤、抗再析剤、酵素、酵素安定剤、消泡剤、光学的増白剤、
保存剤、安定剤、例えばキレート剤又は封鎖剤、及びこれらの混合物からなる群から選択
される更なる成分を更に含む、請求項１１～１３のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１５】
　保存剤を、好ましくは別の製品として更に含む、請求項１１～１４のいずれか一項に記
載のシステム。


	header
	written-amendment

